
ニセコ国際高校グランドデザイン︓学び・交流・共創の拠点
2026年4月開校、まちづくりの拠点となる新しい高校の姿

学びの場
高校生 学校

進学型単位制総合学科。グローバル・環境科学・人文
社会の3つの系列（メジャー）と興味・関心に応じて地
域と連携した科目（マイナー）を選択。国際教育と起
業家教育が特徴。授業と公設塾で大学進学を実現。

教員 研修
「ニセコスタイルの教育」の実現に向けて、探究や英語教
育、デジタル教育について幼小中高の教員が学ぶことが
できる教育センター的機能を提供。

町民 生涯学習
コンソーシアムニセコによる地元で働きながら小樽商大夜間
主コースで学ぶ進学支援型プラットフォーム、大学との連携に
よるリスキリングなどを通じた生涯学習センター機能を提供。

交流の場
NISEKO World Village

ニセコ町の異文化理解・多文化共生の拠点。中高生の
英語学習、CIRによる町民向けカルチャーワークショップ、
イングリッシュキャンプ、高校生による多言語学習や異文
化理解のイベントなどを実施。施設は町民に開放。

共創の場
持続可能な地域づくり

Green Destinations Top100 Stories Awards 2026 
Thriving Communities部門で世界第２位受賞の観光教育。
地域事業者やニセコ町と協働して持続可能な観光人材を育成。

地方創生の拠点
小樽商科大学サテライトを拠点と
するまちづくりの議論や起業支援

関係人口の創出
毎年70人の卒業生・保護者や関
係者のネットワークによる人口循環

地域と高校の好循環エコシステム
INPUT 地域からの支援・資源
ニセコ町（財政・連携） 地域事業者（起業家教育）

小樽商科大学等（知見・人材） 地域住民（連携・参画）

地域への還元・貢献 OUTPUT
地域に定着・I／Uターンする人材の輩出
高校生の持続可能なまちづくりへの参画

寮生から全国へ広がる多様な関係人口の創出・拡大

ニセコ国際高校
2026.04 
OPEN

シビックプライドを持った
グローバル人材の育成
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